
一般病棟入院基本料7対1の届出病床数の推移 

保険局医療課調べ 

○ ７対１入院基本料の届出病床数は平成18年に創設されて以降増加した。 
 

○ 平成20年以降、７対１入院基本料の増加は緩やかになり、26年以降は減少傾向に転じている。 
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※それぞれ月初時点の値。平成26年以後は厚生局が有する情報を速報として集計したものであり、集計方法が異なる。（病床
数の増減が微小なため届出を要しない場合等、誤差がありうることに留意が必要）。 10 


